
第５号議案 

 

 

頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館分館）の博物館登録について 

 

 

 博物館法（昭和 26 年法律第 285 号）第 10 条の規定により，次のとおり博物館登

録原簿に登録することについて提案します。 

 

 

  平成 31 年１月 31 日 

 

                               広島県教育委員会教育長 平 川 理 恵 

 

１ 提案の要旨 

  頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館分館）を，広島県教育委員会の博物館

登録原簿に登録する。 

 

２ 登録事項 

 

設置者の名称及び住所 

広島県 

広島市中区基町 10 番 52 号 

博物館の名称 

頼山陽史跡資料館 

（広島県立歴史博物館分館） 

博物館の所在地 広島市中区袋町５番 15 号 

登録番号 第 31 号 

 

３ 登録する理由 

  頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館分館）について，博物館登録の申請が

あったため，実地調査及び学識経験者の意見聴取を行った結果，博物館法（昭和

26 年 12 月１日法律第 285 号）第 12 条及び博物館の登録審査基準要項に規定す

る登録の要件を備えていると認められるため。 

 

４ 登録年月日 

  平成 31 年 月 日（議決の日） 

 

  



５ 根拠規定 

 博物館法 

（登録） 

第 10 条 博物館を設置しようとする者は，当該博物館について，当該博物館の

所在する都道府県の教育委員会（当該博物館（都道府県が設置するものを除

く。）が指定都市（地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二

条の十九第一項の指定都市をいう。以下この条及び第二十九条において同

じ。）の区域内に所在する場合にあつては，当該指定都市の教育委員会。同条

を除き，以下同じ。）に備える博物館登録原簿に登録を受けるものとする。 

 

（登録要件の審査） 

第 12 条 都道府県の教育委員会は，前条の規定による登録の申請があつた場合

においては，当該申請に係る博物館が左に掲げる要件を備えているかどうかを

審査し，備えていると認めたときは，同条第一項各号に掲げる事項及び登録の

年月日を博物館登録原簿に登録するとともに登録した旨を当該登録申請者に通

知し，備えていないと認めたときは，登録しない旨をその理由を附記した書面

で当該登録申請者に通知しなければならない。 

一 第二条第一項に規定する目的を達成するために必要な博物館資料があるこ 

と。 

二 第二条第一項に規定する目的を達成するために必要な学芸員その他の職員

を有すること。 

三 第二条第一項に規定する目的を達成するために必要な建物及び土地がある

こと。 

四 一年を通じて百五十日以上開館すること。 

 

 



頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館分館）の博物館登録について 

 登録の要件 頼山陽史跡資料館の状況 学識経験者所見 適否 博物館法第 12 条 博物館の登録審査基準要項（平成 16 年 7 月 29 日施行） １ 第２条第１項に規定する目的（※）を達成するために必要な博物館資料があること。 １ 博物館資料は，質量ともに県民の教育，学術及び文化の発展に寄与するに足るものであって，資料の利用を図るため，必要な説明，指導，助言等に関する教育的配慮が払われており更に学校教育の援助に留意していること。 ２ 資料は，実物であることを原則とすること。ただし，実物を入手し難いようなときは，模写，模型，複製等でもよいこと。 ３ 資料は，採集，購入，寄贈，製作，交換等によって収集されたものであること。ただし，特別の事情のあるときは，寄託等による資料でもよいこと。 ４ 必要な図書，図表等を有すること。 

        ◆頼家の日記や書画など，江戸時代の広島の歴史と文化に関する実物の資料を所蔵し，展示・調査・研究を実施している。当時の人々の日常生活を窺い知ることが出来るなど貴重な資料である。 ◆施設見学，文化体験，学校の学習支援プログラム，博物館実習の受入れ，出前事業を実施し，学校教育への援助が図られている。また，公募書道展や水墨画展を頼山陽記念文化財団と共催する等，県民の文化の発展に寄与する事業を実施している。 

設置目的に沿った資料が所蔵 されており，適切に展示・活用されている。 
適 

２ 第２条第１項に規定する目的を達成するために必要な学芸員その他の職員を有すること。 
館長及び学芸員のほか，必要な学芸員補その他の職員を有すること。 ◆職員    館長     １名（文化財課長 兼務） 学芸員   １名 その他職員 ８名（文化財課職員 兼務２名) 館運営に必要な職員が配置されている。 適 ３ 第２条第１項に規定する目的を達成するために必要な建物及び土地があること。 博物館，美術館にあっては，およそ 165㎡以上の建物があることを原則とし，陳列室，資料保管室，事務室等が整備されているなど，一般公衆の利用を図るための建物及び土地があること。 ◆敷地面積     1,670.5㎡ ◆延床面積     583.46㎡   展示室，収蔵庫，事務室，茶室などが整備され，資料の収集・保管，展示，調査研究，また，教育事業や文化体験等ができる施設内容となっている。 

基準を満たす建物及び土地を保有し，目的に添って活用されている。 適 （※）博物館法第２条第 1項に規定する目的：歴史，芸術，民俗，産業，自然科学等に関する資料を収集し，保管し，展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供し，その教養，調査研究，レクリエーション等に資するために必要な事業を行い，あわせてこれらの資料に関する調査研究をすること 

◆博物館資料               資料の種別 資料の種類及び数量 人文科学に関する資料 歴史資料（著述稿本類，文書・ 記録類，書画類，典籍類，絵図・地図類，器物類ほか）  所蔵資料 6,716点  寄託資料 1,422点 
 



登録の要件 頼山陽史跡資料館の状況 学識経験者所見 適否 博物館法第 12 条 博物館の登録審査基準要項（平成 16 年 7 月 29 日施行） ４ １年を通じて 150日以上開館すること。 開館日数は，本館の開館日数を指すものであること。（特別の場合を除き館外活動は日数に含まない。） ◆開館日数及び入館者数  年度 開館日数 入館者数 利用者数 合計数 平 27 271 5,994 人 6,100 人 12,094人 平 28 295 5,245 人 5,221 人 10,466人 平 29 290 4,191 人 4,677 人 8,868 人 ※入館者は展示の見学者，利用者は事業・行事等参加者を計上 ◆県外，海外からの新規入館者が多い。 
開館日数は基準を満たしている。 適 

５ 備考  （分館の場合の要件） 分館については，本館との緊密な連携の下に博物館機能を発揮できるものかどうかを，登録要件中特に，博物館資料及び開館日数に留意して審査すること。審査の結果，分館が博物館機能を発揮しないものと認められたときは，登録しないこと。 
◆所蔵資料については，本館との共有ではなく，資料館独自で所蔵をしている。開館日数についても，審査基準の要件を満たしており，博物館機能を発揮している。 ◆本館との連携については，本館と資料の相互貸借による展示や，本館学芸員を招聘した講演会の開催，研究紙等の共同制作等様々な分野で緊密に行われている。 

所管する県教育委員会文化 財課と本館・分館の三者によ る連携が図られている。 適 
総合所見 

◆博物館法第 12 条に定める要件及び博物館の登録審査基準要項に定める要件を備えている。 ◆資料館の理念に即した本来的な展示と一般客に多く来館してもらえるような関連展示をバランスを取りながら実施している。 地域文化の特徴を示す良質 の資料を保有し，その価値を 県民に広めるための活動が 展開されており，博物館法上 定められた要件とも併せ，博 物館登録をすることに問題 はない。 なお，今後の館の更なる活 性化のため，魅力的な資料・ 施設を有していることにつ いて積極的にＰＲ活動を展 開することが望まれる。 
適 

 














